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受益者のみなさまへ 

 毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。 

 さて、コクサイ－ＭＵＧＣトラスト－ウィントン・パフォーマンス連動ボンドプラスファンド16-03

（豪ドル建）（以下「ファンド」といいます。）は、このたび、第３期の決算を行いました。ここに、

運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
ファンドの仕組みは、以下のとおりです。 

ファンド形態 ケイマン諸島籍契約型外国投資信託 

信託期間 ファンドは、2016年３月29日に運用を開始し、原則として2025年４月10日に終了します。た

だし、有価証券報告書に定めるいずれかの方法により早期に償還されることがあります。 

運用方針 ファンドの目的は、ファンド償還時における受益証券一口当たり純資産価格について、豪ド

ル建て募集価格の100％を確保することを目指しつつ、中長期的にキャピタル・ゲインを追

求することです。 

主要投資対象 特別目的会社であるEarls Eight Limitedにより発行されるディスカウント債およびウィン

トン・キャピタル・マネジメント・リミテッドが運用指図するマネージド・アカウントであ

るdbSelect Diversified Programme（Winton） 

ファンドの運用方法 ファンドは、パフォーマンス・リンク・スワップを活用することでキャピタル・ゲインの獲

得を目指す一方、ディスカウント債への投資を通じて当該債券満期日におけるファンドの豪

ドル建て募集価格の100％の確保を図ることにより、投資目的の達成を目指します。 

主な投資制限 管理会社は、当ファンドのために主に以下の投資制限に従います。 

(ⅰ)管理会社または管理会社の取締役を相手方当事者として取引することができません。 

(ⅱ)管理会社または当ファンド以外のいずれかの者に利益をもたらすことを意図された取引

を行いません。 

(ⅲ)管理会社が、管理会社または当ファンドの受益者以外の第三者の利益を図る目的で行う

取引等、当ファンドの受益者の保護に欠け、または当ファンドの資産の運用の適正を害

する取引は禁止されています。 

(ⅳ)空売りされる有価証券の時価総額は、いつでも、当ファンドの直近の純資産価額を超え

てはなりません。 

管理会社は、とりわけ、当ファンドの投資対象の価格の変化、再建もしくは合併、当ファン

ドの資産からの支払または受益証券の買戻しの結果、上記取引制限に違反しても、直ちに投

資対象を売却する必要はありません。しかし、管理会社は、違反が発見された後合理的な期

間内に、受益者の利益を考慮しつつ、上記制限を遵守するために合理的で実施可能な手続を

取ります。 

分配方針 原則として分配は行われない予定です。 
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Ⅰ．運用の経過等 
 

(1）当期の運用の経過および今後の運用方針 
 

■１口当たり純資産価格等の推移について 
 

 

 

＊ファンドは2016年３月29日に当初発行価格１豪ドルで設定されました。 

＊ファンドは分配を行わない方針であるため、課税前分配金再投資換算１口当たり純資産価格を記載していません。以下同じです。 

＊ファンドにベンチマークは設定されていません。 

 

■１口当たり純資産価格の主な変動要因 
 2018年９月１日から2019年８月31日までの期間におけるファンドの運用実績に寄因した資産 

・Earls Eight Limitedが発行したディスカウント債（以下「ディスカウント債」といいます。） 

・パフォーマンス・リンク・スワップ※ 

※ウィントン・キャピタル・マネジメント・リミテッド（以下「ウィントン社」といいます。）が

運用指図するマネージド・アカウント「dbSelect Diversified Programme (Winton)」（以下

「投資先アカウント」といいます。）のパフォーマンスに連動した投資成果を反映するスワップ

取引です。 

 

 2018年９月１日から2019年８月31日までの期間におけるファンドの運用実績（ひいては、１口当たり

純資産価格）に対するプラス要因 

・ディスカウント債の時価が上昇したこと。 

・パフォーマンス・リンク・スワップの時価が上昇したこと。 

 

■分配金について 
 該当事項はありません。 
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■ポートフォリオについて 

 ファンドは、以下の3つの資産から構成されています。 

・Earls Eight Limitedが発行した、ディスカウント債 

・パフォーマンス・リンク・スワップ 

・現金（フリー・キャッシュ・アカウントおよびプレッジド・アカウントに配分） 

 ファンドは、パフォーマンス・リンク・スワップを活用することでキャピタル・ゲインの獲得を目指

す一方、ディスカウント債への投資を通じて当該債券満期日におけるファンドの豪ドル建て募集価格の

100％の確保を図ることにより、投資目的の達成を目指します。 

 パフォーマンス・リンク・スワップは、ウィントン社が運用指図する投資先アカウントのパフォーマ

ンスに対する投資機会を提供しています。投資先アカウントへの連動率は、74％程度から81％程度の推

移となりました。 

 また、ファンドは、純資産額の一部をディスカウント債に投資することにより、ファンド償還時まで

受益証券を保有する受益者のために豪ドルによる元本確保の達成を目指します。 

 

■投資環境について 
マーケットレビュー 

 当期の株式市場は、世界経済の成長に対する懸念などから2018年10月から12月にかけて下落したもの

の、その後は米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利上げ停止観測や緩和的な金融政策への期待などから

上昇しました。 

 債券市場は、ＦＲＢの利上げ停止観測や緩和的な金融政策への期待などから世界的に長期金利が低下

しました。 

 原油価格は、需給関係の悪化懸念などから下落しました。一方、金価格は上昇しました。 

 為替市場では、米ドルやユーロ、豪ドルは、円に対して下落しました。 

 

投資先アカウントのパフォーマンスについて 

 投資先アカウントは、プラスのパフォーマンスとなりました。債券セクターや短期金利セクターなど

がプラスに寄与しました。一方、エネルギー・セクターや貴金属セクターなどはマイナスに影響しまし

た。 

 

ディスカウント債のパフォーマンスについて 

 オーストラリアの長期金利が低下したことなどから、ディスカウント債の価格は上昇しました。 

 

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄 

 当期末現在における有価証券の主な銘柄については、後記「Ⅲ.ファンドの経理状況 (3) 投資有価証

券明細表等」をご参照ください。 

 

■今後の運用方針 

 ファンドは、今後も、ファンド償還時における受益証券１口当たり純資産価格が募集価格以上となる

ことを確保しつつ、中期的にキャピタル・ゲインを追求するという投資目的に従い、ディスカウント債

およびパフォーマンス・リンク・スワップによる投資先アカウントへの実質的な投資を継続します。 
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(2）費用の明細 

 

項目 項目の概要 

管理報酬（副管理報酬
を含みます。）、保管
報酬、管理事務代行報
酬 

報酬対象額（募集価格に発行済受益証券の残存口数
を乗じた金額をいいます。以下同じです。）の年率
0.18％（四半期毎後払い） 

管理報酬は、ファンドの資産の運用管
理、受益証券の発行・買戻しの業務の
対価として管理会社に支払われます
（管理報酬には、副管理会社の報酬も
含まれます）。保管報酬は、ファンド
の資産の保管業務の対価として保管会
社に支払われます。管理事務代行報酬
は、ファンドの資産の管理事務代行業
務の対価として管理事務代行会社に支
払われます。 

受託報酬 
報酬対象額の年率0.03％ 
（四半期毎後払い） 
（最低年間報酬5,000米ドル） 

受託報酬は、ファンドの受託業務の対
価として受託会社に支払われます。 

投資運用報酬 
報酬対象額の年率0.10％ 
（四半期毎後払い） 

投資運用報酬は、ファンドの投資運用
業務の対価として投資運用会社に支払
われます。 

投資顧問報酬 
報酬対象額の年率0.20％ 
（四半期毎後払い） 

投資顧問報酬は、ファンドの投資顧問
業務の対価として投資顧問会社に支払
われます。 

代行協会員報酬 
報酬対象額の年率0.05％ 
（四半期毎後払い） 

代行協会員報酬は、ファンドの受益証
券の純資産価格の公表を行い、また目
論見書、決算報告書その他の書類を販
売会社に送付する等の業務の対価とし
て代行協会員に支払われます。 

販売報酬 
報酬対象額の年率0.45％ 
（四半期毎後払い） 

販売会社報酬は、投資者からの申込み
または買戻請求を管理会社に取り次ぐ
等の業務の対価として販売会社に支払
われます。 

その他の費用（当期） 0.10％ 
設立費用、専門家報酬、保管費用、そ
の他の報酬等 

（注１）各報酬については、有価証券報告書に定められている料率または金額を記しています。「その他の費用（当期）」には運用状

況等により変動するものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額をファンドの当期末の財務書類

上の純資産価額で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 

（注２）各項目の費用は、ファンドが組み入れているパフォーマンス・リンク・スワップおよびディスカウント債の費用を含みません。 
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Ⅱ．直近10期の運用実績 
 

(1）純資産の推移 
 下記会計年度末および2019年８月末日前一年間における各月最終評価日の純資産の推移は、以

下のとおりです。 

 
純資産価額 一口当たり純資産価格 

豪ドル 百万円 豪ドル 円 

第１会計年度末 
（2017年８月末日） 

180,724,719.60 13,829 0.9212 70 

第２会計年度末 
（2018年８月末日） 

142,725,767.64 10,921 0.9767 75 

第３会計年度末 
（2019年８月末日） 

140,212,702.05 10,729 1.0938 84 

2018年９月18日 141,031,347.73 10,792 0.9679 74 

10月16日 135,600,439.18 10,376 0.9475 73 

11月20日 135,104,409.17 10,338 0.9590 73 

12月18日 133,696,363.91 10,230 0.9688 74 

2019年１月15日 130,525,164.43 9,988 0.9608 74 

２月19日 129,404,610.21 9,902 0.9613 74 

３月19日 131,140,437.00 10,035 0.9841 75 

４月16日 132,050,193.32 10,104 0.9984 76 

５月21日 134,649,038.65 10,303 1.0232 78 

６月18日 134,063,025.27 10,259 1.0215 78 

７月16日 133,363,811.28 10,205 1.0194 78 

８月20日 138,585,254.16 10,605 1.0789 83 

（注）豪ドルの円貨換算は、便宜上、2019年12月30日現在の株式会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の

仲値（１豪ドル＝76.52円）によります。以下同じです。 
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(2）分配の推移 
 該当事項はありません。 

 

(3）販売及び買戻しの実績 
 下記会計年度における受益証券の販売および買戻しの実績ならびに下記会計年度末日現在の受

益証券の発行済口数は、以下のとおりです。 

 

会計年度 販売口数 買戻口数 発行済口数 

第１会計年度 
（2016年３月29日～ 
2017年８月31日） 

297,530,000 
(297,530,000) 

101,350,000 
(101,350,000) 

196,180,000 
(196,180,000) 

第２会計年度 
（2017年９月１日～ 
2018年８月31日） 

0 
(0) 

50,060,000 
(50,060,000) 

146,120,000 
(146,120,000) 

第３会計年度 
（2018年９月１日～ 
2019年８月31日） 

0 
（0） 

17,940,000 
（17,940,000） 

128,180,000 
（128,180,000） 

（注１）（  ）の数は、本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。 

（注２）第１会計年度の販売口数には、当初申込期間中の販売口数が含まれます。 
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Ⅲ．ファンドの経理状況 
 

ａ．ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、ルクセンブルグにおいて一般に認められる会計

原則に準拠して作成された原文の財務書類を翻訳したものである（ただし、円換算部分を除く）。

これは「特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令」に基づき、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則」第131条第５項ただし書の規定の適用によるものである。 

 

ｂ．ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条

の３第７項に規定する外国監査法人等をいう。）であるケーピーエムジー ケイマン諸島から監査

証明に相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明に相当すると認められる証明に係る

監査報告書に相当するもの（訳文を含む。）が当該財務書類に添付されている。 

 

ｃ．ファンドの原文の財務書類は、豪ドルで表示されている。日本文の財務書類には、主要な金額に

ついて、円貨換算が併記されている。日本円による金額は、2019年12月30日現在における株式会社

三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（豪ドル＝76.52円）で換算されている。なお、千円

未満の金額は四捨五入されている。 
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独立監査人の監査報告書 

 

受託会社御中 

 

監査意見 

 我々は、コクサイ－ＭＵＧＣトラストのサブ・ファンドであるウィントン・パフォーマンス連動ボン

ドプラスファンド16－03（豪ドル建）（以下「ファンド」という。）の2019年８月31日現在の純資産計

算書ならびに投資有価証券およびその他の純資産明細表、同日終了年度の運用計算書および純資産変動

計算書、ならびに重要な会計方針およびその他の説明情報から成る注記で構成される、本財務書類につ

いて監査を行った。 

 我々の意見では、添付の財務書類は、投資信託に適用されるルクセンブルグにおいて一般に認められ

た会計原則に準拠して、ファンドの2019年８月31日現在の財務状態、ならびに同日終了年度の運用実績

および純資産の変動について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 

意見の根拠 

 我々は、国際監査基準（以下「ＩＳＡｓ」という。）に準拠して監査を行った。当該基準の下での

我々の責任については、本報告書中の「財務書類の監査に関する監査人の責任」の項において詳述され

ている。我々は、ケイマン諸島における財務書類に対する我々の監査に関する倫理上の要件に従いつ

つ、国際会計士倫理基準審議会の職業会計士の倫理規程（以下「ＩＥＳＢＡ規程」という。）に従って

ファンドから独立した立場にあり、我々は当該要件およびＩＥＳＢＡ規程に従って他の倫理的な義務も

果たしている。我々は、我々が入手した監査証拠が監査意見表明のための基礎を提供するのに十分かつ

適切であると判断している。 

 

その他の情報 

 経営陣は、本報告書の無監査付属書類に含まれる情報で構成されるその他の情報（財務書類およびそ

れに対する我々の監査報告書は含まれない）に関して責任を負う。 

 財務書類に対する我々の意見は、その他の情報を対象としておらず、我々は、その他の情報に対して

いかなる形式の結論の保証も表明しない。 

 財務書類の監査に関する我々の責任は、その他の情報を精読し、当該情報が、財務書類もしくは我々

が監査で入手した知識と著しく矛盾していないか、または重要な虚偽表示があると思われるかについて

検討することである。我々が実施した調査に基づき、当該情報に重要な虚偽表示があるという結論に達

した場合、我々はその事実を報告する義務がある。この点に関し、我々に報告すべき事項はない。 

 

その他の事項 

 ファンドの財務書類は英語から日本語に翻訳される。我々は、翻訳についていかなる手続も行ってい

ない。財務書類および我々の監査報告書において英語版と日本語版の間に齟齬が生じた場合、英語版が

優先される。 
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財務書類に対する経営陣および統治責任者の責任 

 経営陣は、投資信託に適用されるルクセンブルグにおいて一般に認められた会計原則に準拠して本財

務書類の作成および適正表示、ならびに不正または誤謬のいずれに起因するかを問わず、重要な虚偽表

示がない財務書類を作成するために必要であると経営陣が決定する内部統制に関して責任を負う。 

 財務書類の作成において、経営陣は、ファンドが継続企業として存続する能力を評価し、それが適用

される場合には、経営陣がファンドの清算または運用の中止を意図している、もしくは現実的にそれ以

外の選択肢がない場合を除き、継続企業の前提に関する事象を適宜開示し、継続企業の会計基準を使用

する責任を負う。 

 統治責任者は、ファンドの財務報告プロセスの監督に責任を負う。 

 

財務書類の監査に関する監査人の責任 

 我々の目的は、不正または誤謬のいずれに起因するかを問わず、財務書類に全体として重要な虚偽表

示がないかどうかにつき合理的な保証を得ること、および監査意見を含む報告書を発行することであ

る。合理的な保証は高度な水準の保証ではあるが、ＩＳＡｓに準拠して行われる監査が、重要な虚偽表

示を常に発見することを保証するものではない。虚偽表示は不正または誤謬により生じることがあり、

単独でまたは全体として、当該財務書類に基づく利用者の経済的意思決定に影響を及ぼすことが合理的

に予想される場合に、重要とみなされる。 

 ＩＳＡｓに準拠した監査の一環として、監査中、我々は専門的判断を下し、職業的懐疑心を保ってい

る。また、以下も実行する。 

－不正または誤謬のいずれに起因するかを問わず、財務書類の重要な虚偽表示のリスクを認識および

評価し、それらのリスクに対応する監査手続を策定および実行し、我々の監査意見表明のための基

礎として十分かつ適切な監査証拠を得る。不正による重要な虚偽表示は共謀、偽造、意図的な削

除、不正表示または内部統制の無効化によることがあるため、誤謬による重要な虚偽表示に比べ

て、見逃すリスクはより高い。 

－ファンドの内部統制の有効性についての意見を表明するためではなく、状況に適した監査手続を策

定するために、監査に関する内部統制についての知識を得る。 

－使用される会計方針の適切性ならびに経営陣が行った会計上の見積りおよび関連する開示の合理性

を評価する。 

－経営陣が継続企業の前提の会計基準を採用した適切性および、入手した監査証拠に基づき、ファン

ドが継続企業として存続する能力に重大な疑義を生じさせる可能性のある事象または状況に関連す

る重要な不確実性の有無について結論を下す。重要な不確実性が存在するという結論に達した場

合、我々は、当報告書において、財務書類における関連する開示に対して注意喚起し、当該開示が

不十分であった場合は、監査意見を修正する義務がある。我々の結論は、当報告書の日付までに入

手した監査証拠に基づく。しかし、将来の事象または状況が、ファンドが継続企業として存続しな

くなる原因となることがある。 

－開示を含む財務書類の全体的な表示、構成および内容について、また、財務書類が、適正表示を実

現する方法で対象となる取引および事象を表しているかについて評価する。 

 

 我々は統治責任者に、特に、計画した監査の範囲および実施時期、ならびに我々が監査中に特定した

内部統制における重大な不備を含む重大な監査所見に関して報告する。 

 

ケーピーエムジー 

ケイマン諸島 

2020年２月14日 

 



 

－  － 
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(1）貸借対照表 

コクサイ－ＭＵＧＣトラスト 

純資産計算書 

2019年８月31日現在 

 

 
ウィントン・パフォーマンス連動 

ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建） 

 
豪ドル 千円 

資産 
  

投資有価証券、取得原価（注３） 109,593,900.00  8,386,125 

未実現評価益 8,216,338.00  628,714 

投資有価証券、公正価値（注３） 117,810,238.00  9,014,839 

   

銀行預金 958,250.23  73,325 

ブローカー預金 18,026,614.23  1,379,397 

未収利息 185,116.69  14,165 

設立費用（注３） 72,017.90  5,511 

スワップ契約にかかる未実現評価益（注12） 3,442,361.96  263,410 

 
140,494,599.01  10,750,647 

負債 
  

未払費用（注４） (281,896.96) (21,571)

 
(281,896.96) (21,571)

 

純資産総額 140,212,702.05  10,729,076 

発行済受益証券口数 128,180,000口
 

受益証券１口当たり純資産価格 1.0938  83.70円 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 

 



 

－  － 
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(2）損益計算書 

コクサイ－ＭＵＧＣトラスト 

運用計算書 

2019年８月31日終了年度 

 

 
ウィントン・パフォーマンス連動 

ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建） 

豪ドル 千円 

収益 
 

預金利息 179,145.01  13,708 

仕組債利息 878,758.94  67,243 

スワップ契約にかかる利息 583,360.68  44,639 

1,641,264.63  125,590 

費用 

管理事務代行報酬および管理報酬（注５） (241,084.02) (18,448)

代行協会員報酬（注６） (66,967.78) (5,124)

設立費用償却（注３） (45,712.60) (3,498)

販売報酬（注７） (602,710.03) (46,119)

投資顧問報酬（注８） (268,341.77) (20,534)

投資運用報酬（注９） (134,171.04) (10,267)

その他の報酬 (60,049.48) (4,595)

専門家報酬 (28,437.78) (2,176)

保管費用 (5,105.74) (391)

受託報酬（注10） (41,121.87) (3,147)

(1,493,702.11) (114,298)

投資純利益 147,562.52  11,291 

投資対象にかかる実現純損失（注14） (539,185.44) (41,258)

その他の資産および負債の外国為替換算にかかる実現純利益 48.67  4 

為替予約契約にかかる実現純利益（注14） 131.75  10 

スワップ契約にかかる実現純損失（注14） (195,260.87) (14,941)

 

当期実現純損失 (734,265.89) (56,186)

 

未実現純評価益の変動：   

－投資対象（注14） 13,000,306.80  994,783 

－スワップ契約（注14） 2,308,115.98  176,617 

15,308,422.78  1,171,401 

   

運用の結果による純資産の増加 14,721,719.41  1,126,506 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 

 

 



－
 
 
－
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コクサイ－ＭＵＧＣトラスト－ 

ウィントン・パフォーマンス連動ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建） 

純資産変動計算書 

 

 

 
2019年８月31日終了年度 

 
2018年８月31日終了年度 

2016年３月29日（運用開始日）から 
2017年８月31日までの期間 

 豪ドル 千円 豪ドル 千円 豪ドル 千円 

期首現在純資産 142,725,767.64  10,921,376 180,724,719.60  13,829,056  － － 

    

投資純利益／（損失） 147,562.52  11,291 213,356.65  16,326  (946,549.81) (72,430) 

       

投資対象にかかる実現純損失（注14） (539,185.44) (41,258) (3,803,401.00) (291,036) (7,429,460.91) (568,502) 

その他の資産および負債の 
外国為替換算にかかる実現純利益 

48.67  4 1.49  0  957,419.47 73,262  

為替予約契約にかかる実現純利益／損失（注14） 131.75  10 (310.67) (24) (4,201.19) (321) 

スワップ契約にかかる実現純損失（注14） (195,260.87) (14,941) (469,286.14) (35,910) (2,471,881.43) (189,148) 

 
(734,265.89) (56,186) (4,272,996.32) (326,970) (8,948,124.06) (684,710) 

       

未実現純評価益／（評価損）の変動：     

－投資対象（注14） 13,000,306.80  994,783 5,236,905.60  400,728  (10,020,874.40) (766,797) 

－スワップ契約（注14） 2,308,115.98  176,617 6,624,629.11  506,917  (5,490,383.13) (420,124) 

 
15,308,422.78  1,171,401 11,861,534.71  907,645  (15,511,257.53) (1,186,921) 

     

発行 － － － － 297,530,000.00 22,766,996  

買戻し (17,234,785.00) (1,318,806) (45,800,847.00) (3,504,681) (91,399,349.00) (6,993,878) 

 (17,234,785.00) (1,318,806) (45,800,847.00) (3,504,681) 206,130,651.00 15,773,117  

    

期末現在純資産 140,212,702.05  10,729,076 142,725,767.64  10,921,376  180,724,719.60 13,829,056  

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 



 

－  － 
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コクサイ－ＭＵＧＣトラスト－ 

ウィントン・パフォーマンス連動ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建） 

受益証券口数の変動 

 

 

 
 

2019年８月31日終了年度 
 

2018年８月31日終了年度 
2016年３月29日（運用開始日） 
から2017年８月31日までの期間 

 
   

期首現在発行済受益証券口数 146,120,000 196,180,000 － 

発行受益証券口数 － － 297,530,000 

買戻受益証券口数 (17,940,000) (50,060,000) (101,350,000)

期末現在発行済受益証券口数 128,180,000 146,120,000 196,180,000 

 

 

統計情報 

 
期末現在１口当たり 
純資産価格（豪ドル表示） 

1.0938 0.9767 0.9212  

純資産総額（豪ドル表示） 140,212,702.05 142,725,767.64 180,724,719.60  

 



 

－  － 
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コクサイ－ＭＵＧＣトラスト 

財務書類に対する注記 

2019年８月31日現在 

 

注１ 概要 

 

 コクサイ－ＭＵＧＣトラスト（以下「トラスト」という。）は、受託会社および管理会社との間

で締結された2011年７月29日付信託宣言（随時補足され、または変更される。）により、ケイマン

諸島の信託法に基づき、信託証書によって設立されたオープン・エンド型の免除アンブレラ型・ユ

ニット・トラストである。トラストは、2011年８月３日付のミューチュアル・ファンド法に基づき

登録されている。 

 

 本財務書類は、以下のファンドのみに関連している。 

－ウィントン・パフォーマンス連動ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建）  

 

 発行済受益証券は、１クラスのみである。 

 

 ファンドの投資目的は、償還時（2025年４月10日）における受益証券１口当たり純資産価格につ

いて、募集価格の100％を確保することを目指しつつ、中長期的にキャピタル・ゲインを追求する

ことである。ファンドは、パフォーマンス・リンク・スワップを活用することでキャピタル・ゲイ

ンの獲得を目指す一方、ディスカウント債への投資を通じて当該債券満期日におけるファンドの豪

ドル建て募集価格の100％の確保を図ることにより、投資目的の達成を目指す。 

 

注２ 元本 

 

受益証券の発行 

最低申込単位は、10,000口である。 

募集価格は、受益証券１口当たり1.00豪ドルである。 

 

受益証券の買戻し 

受益証券は、最終買戻日まで（同日を含む。）の各買戻日において、受益者の選択により、買

戻請求を行うことができる（ただし、買戻手数料に関する規定が適用される。）。買戻日におい

て受益証券の買戻請求が処理されるためには、当該買戻日の２営業日前の締切時間までに管理事

務代行会社により買戻通知が受領されなければならない。締切時間を過ぎて受領された買戻通知

は、翌買戻日に受領されたものとみなされる。 

 

分配 

 ファンドは、分配を行わない予定である。 

 

注３ 重要な会計方針の要約 

 

 本財務書類は、ルクセンブルグにおいて投資信託に適用される一般に認められた会計原則に従い

表記されている。 



 

－  － 
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有価証券およびデリバティブへの投資の評価 

(ⅰ）額面価格で取得された預金証書およびその他の預金は、その元本金額に、取得日からの経過

利息を加えた金額で評価される。 

 

(ⅱ）宣言されまたは既に発生しかつ未受領の前払費用、現金配当および利息の価値は、その全額

とみなされる。ただし、管理会社がかかる費用等が全額支払われまたは受領される可能性が

低いと判断する場合にはこの限りでない。かかる場合、これらの価値は、その真の価値を反

映するため、管理会社が適切と考えるディスカウントを行った上で決定される。 

 

(ⅲ）未上場有価証券は、投資顧問会社が適切であると判断する要因（同一または類似の有価証券

の直近の取引およびブローカー・ディーラーまたは公認の値付業者から入手した評価情報を

含む。）を考慮した上で、投資顧問会社により誠実に決定される公正な市場価格で評価され

る。 

 

(ⅳ）利付有価証券に発生した一切の利息（ただし、かかる利息が当該有価証券の元本額に含まれ

ている場合を除く。）。 

 

(ⅴ）前記の評価方法にかかわらず、何らの評価方法も定められていない場合、または管理会社が

当該評価方法が実行可能または適切ではないと考える場合、管理事務代行会社は、投資顧問

会社と協議の上、かかる状況において公平であると管理会社が考える評価方法を誠実に使用

する権利を有する。 

 

有価証券の売却にかかる実現純（損）益 

 有価証券の売却にかかる実現純（損）益は、売却有価証券の平均取得原価に基づいて計算される。 

 

為替換算 

 本財務書類は、豪ドルで表示されている。豪ドル以外の通貨で表示される銀行勘定、投資ポート

フォリオならびにその他の資産または負債は、2019年８月31日時点で適用される実勢為替レートで

豪ドルに換算される。 

 

 豪ドル以外の通貨の配当収益は、配当落ち日の実勢為替レートを使用し、会計処理される。 

 

 豪ドル以外の通貨で表示されるその他の収益および費用は、取引日に適用される実勢為替レート

で豪ドルに換算される。 

 

 実現為替損益および未実現為替損益の変動は、運用計算書に計上される。 

 

投資有価証券の取得原価 

 豪ドル以外の通貨で表示される投資有価証券の取得原価は、取引日に適用される為替レートで豪

ドルに換算される。 

 

投資収益 

 利息収益は、発生主義で認識される。 

 



 

－  － 
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為替予約契約 

 未決済の為替予約契約から生じる未実現評価損益は、当該日に適用される為替予約価格に基づき、

評価日に決定され、純資産計算書に計上される。 

 

 為替予約契約から生じる実現損益は、運用計算書に認識される。 

 

トータルリターン・スワップの評価 

トータルリターン・スワップに関連するファンドのキャッシュ・フローの流出入は、当該キャッ

シュ・フローの満期に対応するゼロクーポン・スワップ・レートで評価日の現在価値に転換される。

また、オプションの組合せであるプロテクションの買い手が受け取る代金は現在価値に転換され、

複数のパラメーター（特に価格、ボラティリティーおよび原資産の不履行の可能性）により決定さ

れる。トータルリターン・スワップ契約の価値は、上記の２つの現在価値の転換による差異である。 

 

ブローカー預金 

適用される法的文書に従って、当該項目の金額は、もっぱら2019年８月31日現在にファンドが保

有したトータルリターン・スワップに関連する担保を表章している。 

 

設立費用 

 設立費用は、５年にわたり償却される。 

 

注４ 未払費用 

 

  
ウィントン・パフォーマンス連動 

ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建） 

豪ドル 

 管理事務代行報酬および管理報酬（注５） 38,302.43 

代行協会員報酬（注６） 10,639.66 

販売報酬（注７） 95,756.21 

投資顧問報酬（注８） 41,931.23 

投資運用報酬（注９） 53,768.36 

その他の報酬 9,454.26 

専門家報酬 25,661.06 

受託報酬（注10） 6,383.75 

合計 281,896.96 

 

注５ 管理事務代行報酬および管理報酬 

 

 管理会社（副管理会社および管理事務代行会社を含む。）は、ファンドの募集価格に発行済受益

証券の残存口数を乗じた額（以下「報酬対象額」という。）の年率0.18％の報酬を受領する権利を

有する。かかる報酬は、毎日発生し、四半期毎に後払いされる。 

 

注６ 代行協会員報酬 

 

 代行協会員は、報酬対象額の年率0.05％の報酬を受領する権利を有する。かかる報酬は、毎日発

生し、四半期毎に後払いされる。 



 

－  － 
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注７ 販売報酬 

 

 販売会社は、報酬対象額の年率0.45％の報酬を受領する権利を有する。かかる報酬は、毎日発生

し、四半期毎に後払いされる。 

 

注８ 投資顧問報酬 

 

 投資顧問会社は、報酬対象額の年率0.20％の報酬を受領する権利を有する。かかる報酬は、毎日

発生し、四半期毎に後払いされる。 

 

注９ 投資運用報酬 

 

 投資運用会社は、報酬対象額の年率0.10％の報酬を受領する権利を有する。かかる報酬は、毎日

発生し、四半期毎に後払いされる。 

 

注10 受託報酬 

 

受託会社は、報酬対象額の年率0.03％の報酬を受領する権利を有する（なお、受託報酬の最低報

酬額として年間5,000米ドルがかかる。）。かかる報酬は、毎日発生し、四半期毎に後払いされ

る。  

 

注11 税金 

 

 ケイマン諸島には、現行法規制の下、所得税、法人税、キャピタル・ゲイン税その他の税がない。

受託会社は、トラストのために、ケイマン諸島信託法に基づき、ケイマン諸島の総督から、2011年

７月29日（トラストの設定日）から50年間、所得または元本資産、収益もしくは価格上昇に対して

課せられる税金もしくは賦課金、または遺産税、相続税の性質を有する税金を課するために制定さ

れるいかなるケイマン諸島の法律も、トラストのいかなる利益もしくは財産に対しても適用されず、

またかかる財産または利益に関し受託会社または受益者に対して適用されないものとする旨を申請

しており、これを受領している。 

 

注12 トータルリターン・スワップにかかる未実現損益 

 

想定元本 通貨 
満期日 

（月／日／年） 
スワップ時価 
（豪ドル） 

豪ドル 128,180,000.00 豪ドル 04/01/2025 3,442,361.96 

 3,442,361.96 

 

2019年８月31日現在、当該契約にかかる未実現評価益は、3,442,361.96豪ドルの時価に相当する。

スワップの取引相手方は、ドイツ銀行ロンドン支店である。 

 



 

－  － 

 

 

20

注13 ポートフォリオの変動 

 

 2019年８月31日終了年度について、ポートフォリオの変動の詳細な明細表は、管理会社の登記上

の事務所に請求することで無料で入手できる。 

 

注14 投資対象にかかる実現（損）益および未実現純評価（損）益の変動 

 

 2019年８月31日終了年度の実現（損）益は、以下の通り分析することができる。 

 

豪ドル 

 投資対象の売却にかかる実現利益 90,541.81 

投資対象の売却にかかる実現損失 (629,727.25)

投資対象の売却にかかる実現純（損）益 (539,185.44)

   

為替予約契約にかかる実現利益 336.93 

為替予約契約にかかる実現損失 (205.18)

為替予約契約にかかる実現純（損）益 131.75 

   

 スワップ契約にかかる実現利益 1,130,190.91 

 スワップ契約にかかる実現（損失） (1,325,451.78)

 スワップ契約にかかる実現純（損）益 (195,260.87)

 

 2019年８月31日終了年度の未実現純評価（損）益の変動は、以下の通り分析することができる。 

 

  
 

2018年８月31日 
豪ドル 

 
2019年８月31日 

豪ドル 

2019年８月31日 
未実現純評価（損）益の変動 

豪ドル 

 
投資対象にかかる未実現 
純評価（損）益の変動 

   

 未実現評価益 － 8,216,338.00 8,216,338.00 

 未実現評価損 (4,783,968.80) － 4,783,968.80 

 未実現純評価（損）益 (4,783,968.80) 8,216,338.00 13,000,306.80 

     

 
スワップ契約にかかる未実現 
純評価（損）益の変動 

   

 未実現評価益 1,134,245.98 3,442,361.96 2,308,115.98 

 未実現純評価益 1,134,245.98 3,442,361.96 2,308,115.98 



 

－  － 
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無監査付属書類 

 

証券金融取引規制（ＳＦＴＲ）に関する規則（EU)第2015/2365号に準拠した開示 

 

2019年８月31日現在、ウィントン・パフォーマンス連動ボンドプラスファンド16－03（豪ドル

建）は、以下のトータルリターン・スワップを締結していた。 

 
 

 
満期日 

（月／日／年） 
時価 

（豪ドル） 
受領担保額 担保の種類 担保の質 担保の通貨 

 豪ドル 04/01/2025 3,442,361.96 － 該当なし 該当なし 該当なし 

  合計（豪ドル） 3,442,361.96     

  
運用資産（AUM）に 
占める割合％ 

2.45510％     

 
  取引相手方の上位10社 所在地 通貨 対象 決済 

 
豪ドル ドイツ銀行 ドイツ 豪ドル 

MUMSS 16-03 AUD 
dbSelect Winton 
Ref Index 

相対 

 

担保発行体の上位10社 

 
 発行体名称 受領担保時価 

 ルクセンブルク三菱UFJインベスターサービス銀行S.A. 18,026,614.23 

 合計 18,026,614.23 

 

トータルリターン・スワップ（ＴＲＳ）および受領担保の満期までの期間 

 
 満期バスケット 

 
満期バスケットによる 
ＴＲＳの時価（豪ドル） 

満期バスケットによる 
ＴＲＳの受領担保の時価 

 １日以下 － － 

 ２日－７日 － － 

 ８日－30日 － － 

 31日－90日 － － 

 91日－365日 － － 

 365日超 3,442,361.96 － 

 満期なし － － 

 合計（豪ドル） 3,442,361.96 － 

 

担保の再利用に関するデータ 

 
 

受領担保の総額 再利用担保額 再利用制限 再利用割合 
現金担保の再投資／ 
再利用のリターン 

 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

 



 

－  － 
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ファンドが受領した担保の保管 

 
 保管会社のリスト 保管している担保資産の時価 

 該当なし － 

 合計 － 

 

ファンドが付与／差入した担保の保管 

 
 勘定 差入担保に占める割合％ 

 分別 100.00％ 

 プール － 

 その他 － 

 合計 100.00％ 

 

ＴＲＳ取引による収益および費用に関するデータ 

 
 

内訳 
収益 

（総収益、未実現損益 
の変動） 

ＴＲＳによる全体の 
収益に占める割合％ 

ＴＲＳ収益から控除される 
直接的および間接的な 

費用および報酬 

 ウィントン・パフォー
マンス連動ボンドプラ
スファンド16－03（豪
ドル建） 

2,696,215.79 1.92％ － 

 ＭＵＦＧＬＭ 
（副管理会社） 

該当なし 該当なし 該当なし 

 第三当事者 該当なし 該当なし 該当なし 

 

 

 



 

－  － 
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(3）投資有価証券明細表等 

 

コクサイ－ＭＵＧＣトラスト－ 

ウィントン・パフォーマンス連動ボンドプラスファンド16－03（豪ドル建） 

投資有価証券およびその他の純資産明細表 

2019年８月31日現在 

（豪ドルで表示） 

 

銘柄 通貨 額面 取得原価 時価 純資産比率％ 

仕組債 
     

ケイマン諸島 
     

EARLS EIGHT LTD 
0.57% 04/01/2025 

豪ドル 128,180,000 109,593,900.00 117,810,238.00 84.02 

   
109,593,900.00 117,810,238.00 84.02 

投資有価証券合計 109,593,900.00 117,810,238.00 84.02 

銀行預金 958,250.23 0.68 

ブローカー預金    18,026,614.23 12.86 

その他の純資産 3,417,599.59 2.44 

純資産総額 140,212,702.05 100.00 

 

 添付の注記は本財務書類と不可分のものである。 

 

 

 

国別投資有価証券分類表 

2019年８月31日現在 

 

     
純資産比率％ 

ケイマン諸島 
   

84.02 

    
84.02 

 



 

－  － 
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Ⅳ．お知らせ 

 
 該当事項はありません。 
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